
 

 

 

 

２０２３年度 総合型選抜（前期） 
 

  

 小 論 文（６０分） 

 

 

注 意 

 

1. 試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。 

2. 試験の開始と終了の合図は監督者が行います。 

3. テーマはこの表紙を開いたページに記載しています。 

4. 自分の出願した学科（専攻）のテーマを確認のうえ、小論文作成を開始してくだ

さい。 

5. 小論文作成用紙は１枚です（字数６００字以内[義肢装具学専攻は 400字以内]）。 

6. 草稿用紙は１枚です。自由に使用してください（裏面も利用可）。 

7. 小論文作成用紙には、小論文記述欄のほかに次の記入欄があります。 

  ※(1)～(3)は監督者の指示があるまで記入をしてはいけません。 

（1） 受験番号欄に受験番号を記入してください。 

（2） 志望学科（専攻）欄に学科（専攻）名を記入してください。 

（3） 氏名欄に氏名、フリガナを記入してください。 

8. 問題冊子と小論文作成用紙に印刷の不鮮明な箇所や汚れなどがある場合には、手

を挙げて監督者に知らせてください。 

9. この問題冊子は、試験終了後持ち帰っても構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



自分の出願した学科（専攻）のテーマを確認してください。 
（選考時間６０分 小論文６００字以内）  

小論文テーマ一覧 

学部 学科（専攻） テーマ 

保健医療学部 
医療技術学科 

（臨床工学専攻） 

あなたは臨床工学技士として、将来、どんな目標やゴール
を目指して仕事に取り組みたいと思いますか。あなたの考
えを述べて下さい。 

保健医療学部 
医療技術学科 

（臨床検査学専攻） 

臨床検査技師は、医師、看護師をはじめ多くの職種の医
療スタッフと協調性、コミュニケーションを取りながら
診断、治療に貢献していかなければいけません。 
コミュニケーション力を高めるために日々心がけること
とは何でしょうか。あなたの考えを述べて下さい。 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

（言語聴覚療法学専攻） 

言語聴覚士は、聞く、話す、食べることに障害のある方
への支援を行う医療専門職です。そのような障害のある
方に対して、どのような思い、姿勢で接することが大切
か、あなたの考えを述べて下さい。 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

（義肢装具学専攻） 

リハビリテーション専門職の中で、義肢装具士は、どのよ
うな関わりを持っていく必要があるか、自分の考えを述べ
なさい。ただし、次のキーワード（地域、支援）を文章中
に含めること。 

健康科学部 心理学科 

心理学を学んだ後に、カウンセラー（心理相談を行う）以
外の仕事に就くとしたら、どのような職業を選びますか。
それはなぜですか。自分のことや社会のことを分析しなが
ら説明しなさい。 

健康科学部 医療栄養学科 
あなたが暮らしている地域の郷土食をあげて、それを次世
代に伝えるにはどうすればいいか、あなたの具体的な意見
を述べなさい。 

健康科学部 医療経営学科 
近年の新型コロナウイルス感染症の蔓延を踏まえて、今後
の日本の医療のあり方はどのようなものだろうか。あなた
自身の考えを述べなさい。 

看護学部 看護学科 

近年、我が国の生活は豊かになった。その一方で、子ども
の生活習慣病について問題視されている。生活習慣病の予
防には学校や家庭において健康教育が大切である。子ども
の生活習慣病の予防において看護師が果たす役割につい
て自分の考えを述べなさい。 

薬学部 薬学科 

平成 28 年４月１日より「健康サポート薬局」の制度がス
タートしました。健康サポート薬局では市販薬や健康食品
に関することはもちろん、介護や食事・栄養摂取に関する
ことまで気軽に相談でき、皆さんの健康をより幅広く、積
極的にサポートします。 
「健康サポート薬局」に勤務する薬剤師として必要な「知
識・技能・態度」について、入学後どのように学んでいき
たいか、それぞれ段落の最初の行に以下の言葉を記述し、
段落を分けて論述して下さい。 
 
「身につけるべき知識」 
  ●● 
「身につけるべき技能」 
  ■■ 
「身につけるべき態度」 
  ▲▲ 

（義肢装具学専攻は 3０分 小論文 4００字以内） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 


